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12 月 9 日（土）に、ふれあい館三国で、人権のまちづく

り交流会を行いました。（参加 ７８名） 

はじめに「アイメイト（盲導犬）との生活について」と題

して、小郡市内にお住まいの「福田 仁美さん」からお話を

していただきました。参加者からは、「盲導犬との出会い」や

「行きたいところにたどりつくには…」など多くの質問があ

り、それに丁寧に答えて頂きました。最後に福田さんから、「道

路や建物の段差をなくしたりするだけでは、バリアフリー社

会にならないです。障害がある人もない人も、共に生きる“心のバリアフリー社会”になってほしい」

とメッセージを頂きました。 

次に、三国中校区人権問題啓発推進委員会より、１１月に行った「視察研修」について報告があり

ました。最後に、小郡市消防団第 2分団の横尾分団長から、「熊本地震および九州北部豪雨災害の支

援活動に参加して」報告があり、テレビや新聞などの報道からだけでは分からない、乳幼児や高齢者

の支援などについて伝えていただきました。 

講演および発表を聞き、私たちの日頃の生活や考えを見つめ、だれもが自分らしく暮らせる「人権

のまち」について考える機会となりました。 
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あけまして おめでとうございます 

本年も昨年同様、「三国中校区なかよし地域ネット人権のまちづくり推進連絡会」へ

のご理解とご協力、よろしくお願いします。 



ぶっく ら ショー 

１１月５日（日）10時から、三国が丘公民館の防災放送

から「震度 6 弱」の地震発生を想定してアナウンスが流れ

ました。 

『住民の皆様は三国が丘公民館に避難してください！』 

時間の経過とともに、地域の皆様の避難訓練移動がはじま

り、公民館の受付では、「ガス元栓を閉めてきた？」「電気ブ

レーカーは切ってくるの？」「犬も一緒です」「子どもが外出

していたから、メモを書き置きしてきた」などの声が聞かれ

ました。 

訓練に参加された 130名の方々は、三井消防署と消防第２分団から、熊本地震を踏まえた災害時

の身を守るための講義を聞いた後、消火訓練や AEDの使い方、簡易担架の作り方などの実践的な訓

練を行いました。   

地域で活躍されている防災リーダーの佐藤次郎さんは、「もしもの災害時を想定して、地域のお付

き合い、そして、高齢の方や身体が思うように動かない方をケアすることも大切です」とお話しくだ

さいました。 

避難訓練には、田中昭弘区長をはじめ、自治会の防災委員の皆さんが幾度も集まって、訓練計画を

立てられたそうです。日頃から災害時の危機感を持って、個人の備えと地域の備えの大切さを実感す

る避難訓練でした。 

 

読み聞かせを行っている「Book楽 Show」は、

2015 年にスタートして活動２年目を迎えます。

これまで公民館で単独ライブを２度行い、読み聞

かせの技を磨いてきました。そしてこの度、高齢

者の方々に楽しんで頂きたくて、11 月２５日

（土）福祉施設「ケアハウス小郡」を訪問しまし

た。 

ケアハスス小郡をご利用の50名の皆さんの前

で、「おばあちゃんすごい！」「ぼくのジィちゃん」

「よかったねネッドくん」「じゅげむ」の絵本を登場人物になりきり、メンバー7 人で読み上げまし

た。 

聞いてくださった皆さんは、本の世界に入り込み、笑顔になったり、ドキドキしたりと楽しんで頂

いた様子でした。エンディングでは、「おもしろかったよ～！」「また来てね～！」と、かけ声がかか

るなど、たいへん温かな雰囲気の読み聞かせの会になりました。 

「Book楽 Show」は、読み手やステージ係のメンバー募集中です。さらに、只今、絶賛売り出

し中です。地域行事のオファーをお待ちしております！ 

 

 


